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＜連絡事項＞

・本日昇格試験があります。
１ 試験日程：２月２２日(火)２３日(水)２４日(木)　

 　２ 場所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】

 　      　 ＬＣＰみさわミーティングルーム 【三沢会場】

※試験会場は使用状況にて変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
３ 試験時間：１７：３０～１８：３０

＜患者様連絡事項＞
・岡本　将孝様～本日15：30モニター面会実施しています。ご家族へ衣類とゼリー飲料を返却していますが、水分補給出来ていないため一部病棟に保管しています。ご家族へは返却した分を来週再度持参して頂けるよう依頼しています。
・柳田　由美子様～本日14：00から夫様来院し面談実施しています。
・坂本　福子様～外来通院患者様からの差し入れについて本人と話し合い、使用金額を相手へ返却する事としています。本日スタッフ立ち合いにて電話を掛けて金額の確認を行って下さい。
＜要注目患者様＞
・岡本　将孝様～昨日入浴を自力で行なおうとせず、衣類や髭剃りに固着した発言あり。スタッフ介入にて入浴していますが、全介助要しています。
今朝は声掛けにも起床せず。朝食・服薬の拒否見られ、「自分が食べていないから全員の食事が止まる」と訴え、周囲の説明にも聞き入れ出来ずにいます。日課全てに対して否定的で「大変なことをしてしまった」と罪業的な発言聞かれています。昼食も拒否見られていますが、スタッフ2名の介助にてレストランへ移動し他者が食事を摂取している状況を確認すると、食事を摂取し始めています。以後、徐々に疎通性は改善。水分摂取を拒否する傾向見られている為、所持していたゼリー飲料を摂取するよう促し、再三の声掛けで水分補給しています。今後時間を決めながらゼリー飲料の摂取を促して下さい。
・尾嵜　マリ子様～昨日作業療法にてトイレに入った後から、右膝の疼痛を訴え立位保持困難。移動は車椅子を使用しています。今朝も、膝に発赤や腫脹はありませんが、右膝痛を訴え立位保持困難。ADL全般を自力で行なおうとせず依存的で、介助要しています。膝の疼痛以外不調の訴えはありません。午後からは、トイレやホールへの移動は自力で行っていますが、下肢の脱力見られている為、歩行時には見守り要しています。
・坂本　福子様～昨日知人（外来患者様）から差し入れが届いた件について振り返りを実施しています。依頼した事は認めていますが、実際に届くと思っていなかったと話しており、相手へ返却して欲しいと訴えています。本人が依頼した事で購入したものである為、今回は受け取り使用した金額を確認して返却するよう説明し、本人も了承しています。また、相手の生活状況も考えると依頼するべきではないことを説明し納得されています。
　　　　　　　　　日中は悲観的な発言聞かれ、昼食の拒否見られています。本人の行動と日課の遂行は別の問題である事を説明し、日課は取り組むよう説明しています。本人からの不満の訴えはありませんが、約束を取り決め本人へ渡しています。

＜安ケ平Dr診察＞
・長谷川　陽一様～調子は変わりなく、携帯電話は音楽視聴やゲームのみ使用。3/1（火）市民病院皮膚科受診予約。夜間の睡眠はとれており、中途覚醒はあるが再入眠も可能。
・上村　みわ様～食事は摂れており、夜間の睡眠も安定している。歩行は安定しているが、本人は歩行状態を否定する発言が聞かれる。臀部から大腿部にかけての疼痛は継続して訴えているが、痛み止めの処方は拒否。処方は変更なく継続。
・滝田　英人様～調子には波があると話すが、「だいたい良いみたいです」と話す。診察中にも会話調の独語あり。入眠に時間を要している為、就床前薬服用を早めても良いと話がある。脈拍80回/分　リズム不整なし。呼吸苦の訴えもない。
・出河　攻様～気分は安定しており、食事の摂取は出来ている。陰嚢水腫が増大している為、3月頃の受診を希望している。処方の変更はなし。
・中川原　義雄様～体調に変わりはない。入院して10年程になる為、孫の様子を知りたいと訴えるが、世情を考えると外出・泊は許可できないことを説明している。家族がコロナ感染したと言う連絡はない。排便回数が増えていると話しているが、腹部不調はない為処方の変更なし。フェルビナクスチック2本処方。
＜皮膚科診察＞
※処置の変更・終了者はいません。処置は同内容にて継続。
